





















































































優 (80点代)良 (70点代)可 (60点代)
不可 (59点以下)と大学で決めてあるので,
中間の80点を基準にして,数点の十一を付け
る｡せいぜい±10点の範囲内である｡従って
極端な優劣はない｡欠席が｣回になると不可に
なる｡出席 して模擬授業に参加 し学ぶことを重
視 している｡
定期試験は,前期末の夏休み前の 7月下旬と
後期末の 1月下旬にあるが,いずれも試験用紙
や作問期間などが決められている｡結果も60
点以上取らないと不合格になり,学生は休むと
評価なしになり追試験が義務化される｡答案は
5年間保存ですべて大学に提出する｡学生には
返却されない｡監督も大学院生の補助が付き2
人で行 う｡ 試験の問題は,過去の全国各県の
教員採用試験問題を事前に50題から60題位
コピーして渡しておき,この中から60分の試
験時間で 10題位出す｡難易は様々なので,易
しい問題でないと全員が60点以上取れるのは
危 うい状況である｡ほとんど大学入試程度の問
題であるから,既習済みなので指導はしていな
い｡まじめで努力型の学生が多いが,数年間やっ
てないので学力は落ちていると思われる｡難易
度の高いと思われるのは削除 している｡定期試
験問題としては適さないからである｡最終的な
評価は,模擬授業 100点満点と定期試験の 1
00点満点の平均点とする｡この結果が 60点
未満ならば不合格となるが,今までではそのよ
うな学生は,途中で授業に出なくなり単位を取
るのを断念 している場合が多い｡
数学教育のための数学観の転換
｢教科教育法 (数学)｣の授業で最も重要なこ
とは,単に中高数学の教育技術を指導すること
に留まらず,数学の捉え方を学生に理解させる
ことである｡言い換えると ｢数学観｣を正確に
身につけてもらうことである｡世間一般の数学
に対する見方は,問題解法にとらわれる考え方
が大半である｡学生も ｢問題を解 く｣という言
い方をするが,このような言い方は数学の教科
書にはないことに気付いていない｡方程式や不
等式を扱 うときにだけ ｢解く｣という言い方は
あるがその他にはない｡方程式が数学の重要な
内容なので数学一般に拡大解釈され,方程式を
解くが数学の問題を解くとなってしまったと思
われる｡
そのような数学観を持った学生に正確な数学
観を理解させるのは至難のワザである｡次々と
数字上の新しい概念構成が行われるのが数学教
育である｡せっかく学んだ概念は次には新 しい
概念に発展する｡概念の構成が次々に行われる｡
このように数学を捉えれば,数学とは日常の買
い物の計算に役立っとか,機械や電気の工学の
ために役立っとかの発展性のない低いレベルの
数学観から抜け出せることになるOそうした数
学観を持った人こそが数学を科学技術に役立て
られる｡
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